
第
二
章　

八
坂
神
社
所
蔵
資
料
に
見
る
山
鉾
行
事
の
近
代
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「
維
新
改
正
祇
園
会
氏
子
私
祭
記
」
解
説

下
坂　
　

守

八
坂
神
社
が
所
蔵
す
る
「
維
新

改
正
祇
園
会
氏
子
私
祭
記
」
と
題
す
る
本
史
料
は
、
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
に
開
始
さ
れ
た
氏
子
祭
に
関
わ
る
各
種
の
文
書
を
書
写
し
た
も
の

で
あ
る
。
四
つ
目
綴
じ
の
冊
子
本
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
状
等
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

　
　
　

料
紙　
　
　
　
　
　

三
椏

　
　
　

装
幀　
　
　
　
　
　

袋
綴
じ

　
　
　

法
量　
　
　
　
　
　

縦 

二
五
、
〇
セ
ン
チ　
　

横 

一
七
、
二
セ
ン
チ

　
　
　

丁
数　
　
　
　
　
　

四
五
丁
（
最
終
丁
は
白
紙
）

表
表
紙
・
裏
表
紙
と
も
に
墨
引
模
様
（
茶
色
）
の
厚
紙
で
、
表
紙
に
は
「
維
新

改
正
祇
園

会
氏
子
私
祭
記　

貞
」
と
表
題
を
記
し
た
外
題
が
貼
付
さ
れ
る
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
記

載
を
も
っ
た
方
形
紙
が
二
紙
貼
付
さ
れ
る
。

　
　

① 

「
二
百
六
十
五
番
四
冊　

ノ
内
四
」
（
料
紙
は
墨
流
し
模
様
。
墨
書
）

　
　

②
「
昭
和
四
年
調　
　
　
　

（
料
紙
は
紺
紙
。
数
字
の
み
墨
書
、
他
は
印
字
）

　
　
　
　

第
一
冊
ノ
内　
　

」

と
も
に
神
社
の
文
庫
に
お
け
る
分
類
の
た
め
に
貼
ら
れ
た
ラ
ベ
ル
で
あ
る
が
、
①
の

「
四
冊
ノ
内
四
」
と
い
う
記
載
か
ら
は
、
外
題
末
尾
の
「
貞
」
の
一
文
字
と
と
も
に
本

冊
が
「
元
」
「
亨
」
「
利
」
「
貞
」
の
四
冊
か
ら
な
る
書
籍
の
最
終
冊
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
。
ち
な
み
に
本
文
中
に
は
「
前
之
冊
」
「
前
冊
」
と
い
っ
た
表
現
が
各
一
か

所
見
え
て
い
る
。
八
坂
神
社
に
は
現
在
、
本
冊
だ
け
が
伝
来
す
る
。

成
立
年
代
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ラ
ベ
ル
②
に
「
昭
和
四
年
調
」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
同
年
以
前
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
料
紙
・
筆
跡
な
ど
を
あ

わ
せ
考
え
れ
ば
明
治
末
年
か
ら
大
正
期
（
一
九
一
二
～
二
六
）
の
早
い
時
期
に
作
成
さ

れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

本
冊
に
書
写
さ
れ
る
文
書
・
記
禄
は
、
そ
の
内
容
か
ら
大
き
く
四
種
（
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
・
Ｄ
）
に
分
類
で
き
る
。
そ
の
四
種
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ 

明
治
五
年
五
月
の
氏
子
祭
の
創
設
に
関
わ
る
も
の（
一
）

　
　

①
土
田
作
兵
衛
手
記
1 

明
治
五
年

　
　

②
氏
子
町
（
学
区
）
氏
子
祭
創
設
願
書 

明
治
五
年
五
月

Ｂ  

明
治
六
年
以
降
、
同
十
一
年
ま
で
の
山
鉾
町
の
祭
費
増
額
願
い
に
関
す
る
も
の

　
　

①
私
祭
事
務
掛
山
鉾
町
助
費
金
明
細 

明
治
六
年
十
月

　
　

②
氏
子
祭
日
附
記 

明
治
九
年

　
　

③
神
事
当
番
神
役
集
評
願
書
（
披
露
書
） 

明
治
十
年　

　
　

④
神
事
世
話
掛
山
鉾
三
基
休
願
書 

明
治
十
年
六
月
二
十
九
日  

　
　

⑤
山
鉾
町
助
費
増
額
願
書　

 

明
治
十
年
六
月

　
　

⑥
山
鉾
町
助
費
増
額
願
書　

 

明
治
十
年
六
月

　
　

⑦
氏
子
祭
祭
費
分
賦
書 

明
治
十
一
年

Ｃ 

明
治
五
年
以
降
に
土
田
作
兵
衛
が
作
成
し
た
三
種
の
手
記
（
追
加
）

　
　

①
土
田
作
兵
衛
手
記
2 

年
未
詳

　
　

②
土
田
作
兵
衛
手
記
3 

明
治
九
年
七
月
三
日 

　
　

③
土
田
作
兵
衛
手
記
4 

年
未
詳

Ｄ  

明
治
十
二
年
の
コ
レ
ラ
流
行
に
よ
る
氏
子
祭
の
延
引
に
関
す
る
も
の

　
　

①
私
祭
掛
・
産
土
当
番
私
祭
期
延
願
書 

明
治
十
二
年
十
月
十
三
日

　
　

②
八
坂
庶
祭
事
務
擔
当
人
・
氏
子
当
番
願
書 

明
治
十
二
年
十
月
三
十
一
日
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③
八
坂
庶
祭
事
務
擔
当
人
・
氏
子
当
番
願
書 

明
治
十
二
年
十
月
三
十
一
日

　
　

④
八
坂
庶
祭
事
務
擔
当
人
・
氏
子
当
番
願
書 

明
治
十
二
年
十
月
三
十
一
日

　
　

⑤
八
坂
神
社
庶
祭
事
務
掛
願
書 

明
治
十
二
年
十
一
月  

　
　

⑥
八
坂
庶
祭
事
務
擔
当
人
伺
書 

明
治
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日

　
　

⑦
山
鉾
町
々
総
代
連
署
頂
戴
金
受
証 

明
治
十
三
年
七
月
十
一
日

Ａ
①
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
氏
子
祭
の
創
設
を
提
唱
し
た
土
田
作
兵
衛
の
手

記
で（

二
）、
同
祭
設
立
に
い
た
る
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ａ
②
は
土
田
の
提
案
に
基
づ

き
八
坂
神
社
氏
子
町
（
各
学
区
の
学
区
長
・
副
学
区
長
が
連
署
）
が
京
都
府
に
同
祭
の

創
設
を
願
い
出
た
願
書
。

山
鉾
巡
行
は
氏
子
祭
に
お
い
て
は
氏
子
町
か
ら
の
補
助
金
（
助
費
）
に
よ
っ
て
執
行

さ
れ
る
が
、
Ｂ
は
山
町
・
鉾
町
が
そ
の
増
額
を
氏
子
町
（
氏
子
中
）
に
願
い
出
た
願
書

を
集
め
た
も
の
で
、
そ
の
な
か
に
は
初
期
の
補
助
金
の
明
細
（
Ｂ
①
）
の
ほ
か
、
山

町
・
鉾
町
が
氏
子
町
の
「
神
事
当
番
」
「
神
事
世
話
掛
」
宛
に
発
し
た
願
書
等
（
Ｂ
④

～
Ｂ
⑥
）
も
含
ま
れ
る（

三
）。

Ｃ
は
明
治
五
年
以
降
の
氏
子
祭
に
関
す
る
土
田
作
兵
衛
の
記
禄
を
集
め
た
も
の
で
あ

る
。
Ａ
①
以
降
の
で
き
ご
と
を
記
し
た
手
記
（
Ｃ
①
）
の
ほ
か
、
氏
子
祭
で
「
赤
丸
高

張
り
提
灯
」
の
使
用
を
許
可
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
経
緯
を
記
し
た
手
記
（
Ｃ
②
）
や
、

同
祭
に
お
け
る
「
鬮
取
り
」
の
あ
り
か
た
を
記
録
し
た
手
記
（
Ｃ
③
）
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
。

末
尾
の
Ｄ
は
明
治
十
二
年
に
コ
レ
ラ
の
流
行
で
山
鉾
巡
行
が
同
年
十
二
月
に
延
引
と

な
っ
た
と
き
に
「
神
事
掛
」
「
産
土
当
番
」
が
発
給
し
た
各
種
文
書
（
①
～
④
）
、
同

年
十
一
月
の
山
鉾
の
「
御
苑
地
」
へ
の
「
曳
行
」
に
あ
た
り
に
「
八
坂
神
社
庶
祭
事
務

掛
」
が
氏
子
町
外
の
町
々
か
ら
の
寄
付
金
集
め
を
「
下
京
区
長
」
に
願
い
出
た
願
書

（
Ｄ
⑤
）
、
お
よ
び
久
邇
宮
か
ら
下
賜
さ
れ
た
祝
い
金
に
関
わ
る
文
書
（
Ｄ
⑥
⑦
）
を

集
め
た
も
の
で
あ
る（

四
）。

本
冊
に
は
こ
れ
ら
計
十
九
点
の
文
書
・
記
禄
と
と
も
に
そ
れ
ら
が
作
成
さ
れ
る
に
い

た
っ
た
経
緯
も
一
部
記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
五
年
以
降
、
同
十
三
年
に
い
た
る
氏
子
祭

の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
集
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
最
後
に
本
書
の
「
維
新

改
正
祇
園
会
氏
子
私
祭

0

0

0

0

0

0

0

記
」
（
傍
点
は
下
坂
。
以
下
同

じ
）
と
い
う
題
名
に
関
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

明
治
元
年
五
月
に
「
祇
園
社
」
が
「
八
坂
神
社
」
と
改
名
さ
れ
て
以
降
、
「
祇
園
会

（
祇
園
祭
）
」
と
い
う
祭
礼
名
称
は
公
的
な
文
書
で
は
一
切
用
い
ら
れ
な
く
な
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
書
は
「
祇
園
会

0

0

0

氏
子
私
祭
記
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
な

に
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
題
名
は
八
坂
神
社
の
氏
子
町
（
氏
子
中
）
が
、
「
祇
園

会
」
と
い
う
呼
称
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
を
込
め
た
付
け
た
も
の
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。

本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
氏
子
町
や
土
田
作
兵
衛
が
作
成
し
た
文
書
・
記
禄
に
は

「
祇
園
会
」
と
い
う
名
称
が
、
次
の
よ
う
な
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
八
坂
神
社
私
祭
祇
園
会

0

0

0

日
附
記
」
（
Ｂ
②
）

「
八
坂
私
祭
祇
園
会

0

0

0

山
鉾
」
（
Ｃ
①
）

「
八
坂
神
祭
祇
園
会

0

0

0

」
（
Ｃ
①
）

「
祇
園
会
」
が
あ
た
か
も
「
私
祭
（
氏
子
祭
）
」
の
一
部
と
し
て
存
在
す
る
か
の
よ

う
な
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
明
治
五
年
以
降
、
公
に
は
「
私
祭
（
氏
子
祭
）
」
と
呼
ぶ

ほ
か
な
く
な
っ
た
こ
の
祭
礼
を
、
人
び
と
が
な
ん
と
か
「
祇
園
会
」
と
も
呼
ん
で
い
き

た
い
と
強
く
願
っ
て
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
祇
園
会
（
祇
園
祭
）
」
と
い
う
言
葉
が
公
的
に
い
つ
か
ら
復
活
す
る
の
か
。
今
後

の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
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註（
一
） 
Ａ
・
Ｂ
所
載
の
文
書
・
記
禄
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
が
八
坂
神
社
蔵
『
社
務
要
記　

類
纂
（
私
祭
一
）
』
十
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
社
務
要
記
類
纂
』
は
八
坂
神
社
の

各
種
の
近
代
文
書
を
部
類
分
け
し
て
収
め
た
綴
り
で
、
全
八
二
冊
か
ら
な
る
。

（
二
） 

氏
子
祭
お
よ
び
土
田
作
兵
衛
の
手
記
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
八
坂
神
社
私
祭
「
氏
子

祭
」
考
―
近
代
に
お
け
る
祇
園
会
の
改
変
―
」
（
奈
良
大
学
史
学
科
編
『
奈
良
史
学
』

四
〇
号
、
二
〇
二
三
年
二
月
）
参
照
。
な
お
、
Ａ
①
の
「
土
田
作
兵
衛
手
記
」
1
は
文

章
が
一
部
欠
け
て
い
た
り
、
他
の
写
本
と
少
し
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
箇
所

に
は
『
社
務
要
記
類
纂
（
私
祭
一
）
』
十
一
所
収
の
同
手
記
（
写
）
の
文
章
を
並
記
し

て
お
い
た
（
〔　

〕
の
部
分
）
。

（
三
） 

「
神
事
当
番
」
「
神
事
世
話
掛
」
に
関
し
て
は
、
前
掲
註
（
2
）
拙
稿
参
照
。

（
四
） 

明
治
十
二
年
の
コ
レ
ラ
に
よ
る
氏
子
祭
の
延
行
お
よ
び
「
御
苑
」
へ
の
「
曳
行
」
に
つ

い
て
は
、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
編
『
近
世
祇
園
祭
山
鉾
巡
行
志
』
（
同
連
合
会
、

一
九
六
八
年
）
参
照
。

　
　
　

本
資
料
の
翻
訳
を
御
快
諾
下
さ
れ
た
八
坂
神
社
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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「
維
新
改
正
祇
園
会
氏
子
私
祭
記
」

〔
凡 

例
〕

・ 
本
資
料
は
八
坂
神
社
が
所
蔵
す
る
「
維
新

改
正
祇
園
会
氏
子
私
祭
記
」
を
全
文
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

・ 

原
史
料
の
影
印
も
、
翻
刻
文
の
後
に
す
べ
て
収
録
し
た
。

・ 

翻
刻
文
の
改
行
は
原
史
料
に
従
っ
た
。
改
頁
の
箇
所
は
「
」
」
で
示
し
た
。

・ 

翻
刻
文
で
は
旧
字
や
異
体
字
は
当
用
漢
字
に
直
し
た
が
、
固
有
名
詞
は
原
史
料
の
表
記
に
従
っ
た
。
ま
た
合
字
は
仮
名
に
直
し

た
が
、「
ゟ
」
の
み
残
し
た
。

・ 

誤
字
や
文
意
が
通
じ
が
た
い
箇
所
な
ど
に
、
翻
刻
文
で
は
脇
に
（
マ
マ
）
と
付
し
た
。

・ 

史
料
の
翻
刻
は
下
坂
守
（
京
都
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
）
が
担
当
し
た
。
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シ
ニ
、
近
年
ニ
至
リ
定
額
ヲ
減
少
セ
シ
向
モ
在
是
、
殊
ニ
元
治
甲
子
年

大
災
以
後
ハ
氏
地
町
々
ノ
景
況
モ
移
リ
変
リ
、
神
祭
ノ
㕝
モ
租
（
粗
）

暴
ニ
成
行
、
右
地
ノ
口
米
出
納
ニ
付
テ
モ
各
私
論
ヲ
言
立
テ
、
不

納
ノ
向
モ
少
ナ
カ
ラ
ス
、
故
ニ
不
出
ノ
山
鉾
モ
多
ク　

〔
皇
国
中
無
比
ノ
大
壮
観
ナ
ル
当
社
ノ
神
祭
衰
廃
ニ
及
フ
時
ハ
〕

皇（
諸
）国
ヨ
リ
競
テ
見
物
ノ
為
メ
入
京
ノ
人
モ
無
之
、
氏
地
ハ
勿
論
都

下
一
般
ノ
賑
ヲ
失
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
右
（
在
）村
ニ
至
ル
迄
自
ラ
不
融
通
ニ

立
到
ル
ハ
必
然
ニ
テ
、
実
ニ
歎
息
ノ
至
リ
ナ
リ
、
爰
ニ
明
治
五
年
五
月

下
京
第
十
一
区

副
区
長　
　

土
田
作
兵
衛
御
府
庁
エ
出
頭
ノ
処
、
上
京
廿
八
区

区
長　
　

畑
嘉
兵

衛
殿
当
番
詰
合
ニ
付
、
右
畑
氏
ハ
従
来
轅
町
住
ノ
古
老
ニ
テ
、
氏

〔
神
神
輿
ノ
儀
ハ
万
事
轅
町
ノ
管
係
タ
ル
ニ
依
リ
、
当
年
〕

神
祭
神
輿
舁
十
（
町
ヵ
）等
如
何
成
ル
ヘ
キ
ヤ
ト
相
尋
ル
処
、
畑
氏
答
ニ
未

定
ノ
趣
、
就
テ
ハ
其
区

区
長
富
永
太
右
衛
門
殿
モ
轅
町
ノ
住
ナ
リ
、
如
何

申
居
ラ
ル
ヽ
ヤ
ト
尋
ニ
付
、
是
以
テ
貴
説
卜
同
シ
由
相
答
ル
所
、
畑
氏

亦
云
、
昨
年
一
旦
神
人
駕
輿
丁
モ
廃
セ
ラ
ル
ヽ
上
ハ
、
今
復
旧

轅
町
ヨ
リ
取
扱
フ
事
憚
ア
リ
、
兎
モ
角
モ
富
永
氏
卜
合
議
シ
、

八
坂
神
官
ニ
モ
示
談
致
ス
ヘ
キ
趣
申
サ
ル
ヽ
ニ
付
、
亦
答
テ
云
、
貴

説
誠
ニ
止
ヲ
得
カ
タ
シ
ト
雖
モ
、
此
節
難
波
村
ヨ
リ
旧
例
ヲ
申
立
上
京

奉
役
致
度
、
当
御
府
ヱ
出
願
致
ス
ト
雖
モ
、
敢
テ
御
聞
届 

」

無
之
由
、
何
分
来
月
ノ
例
祭
今
日
ニ
至
リ
取
ト
留
メ
サ
ル
事
モ
無
之
テ
ハ
、

今
年
ノ
神
祭
執
行
甚
心
元
ナ
シ
、
依
テ
僕
ノ
愚
按
ニ
、
当
時
轅
町
ノ

廉
モ
無
是
故
、
従
来
ノ
地
ノ
口
米
ヲ
モ
廃
シ
、
神
輿
ヲ
始
メ
山
鉾

祭
礼
掛
リ
ノ
入
費
、
総
テ
氏
地
町
々
一
般
ニ
分
賦
シ
、
持
寄
金
ヲ
以

テ
祭
儀
ヲ
修
セ
ハ
公
平
ノ
理
ニ
テ
、
永
世
不
朽
ナ
ル
ヘ
シ
、
足
下
老
体
卜

「
維
新

改
正
祇
園
会
氏
子
私
祭
記
」
翻
刻

（
表
紙
外
題
）

「
維
新
改
正
祇
園
会
氏
子
私
祭
記　

貞　

」

（
内
表
紙
内
題
）

「　
（
朱
方
印
）

　
　

「
八
坂
神
社

　
　
　

文
庫
之
印　
　

」

　
維
新

改
正
祇
園
会
氏
子
私
祭
記　

貞　

」

　
維新
改
正
祇
園
会
氏
子
私
祭
記

（
Ａ
①
）

祇
園
祭
礼
山
鉾
行
荘
ノ
次
第
ハ
往
古
ヨ
リ
普
ク
人
ノ
能
知
ル
処
ナ
レ
ハ

是
ヲ
略
ス
、
方
今
国
家
時
勢
一
変
百
㕝
御
維
新
ノ
時
ニ
当

リ
、
諸
社
旧
来
神
仏
混
淆
ヲ
分
別
在
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
附
、
当
社
ノ

儀
モ
祇
園
ノ
号
ヲ
廃
セ
ラ
レ
、
亦
氏
地
町
々
ニ
テ
神
輿
轅
町
、

八
坂
社
ニ
テ
ハ
神
人
駕
輿
丁
ト
称
ス
ル
者
モ
廃
セ
ラ
レ
、
且
故
ア

ツ
テ
摂
津
難
波
村
ヨ
リ
登
リ
来
テ
神
輿
ヲ
舁
奉
ル
者
ヲ
モ

他
管
下
ノ
者
ナ
レ
ハ
停
メ
ラ
ル
ニ
付
テ
ハ
、
明
治
五
年
壬
申
五
月
ニ
至

リ
、
已
ニ
例
祭
ノ
期
相
近
ツ
ケ
ト
モ
祭
式
如
何
執
行
相
成
ル
ヤ
未 

」

定
ニ
テ
、
山
鉾
建
モ
覚
束
ナ
シ
、
其
故
ハ
、
中
古
織
田
公
執
政
シ
ノ
時
代
、
年

貢
ノ
口
米
ヲ
以
テ
神
事
ノ
費
ニ
充
行
ル
ヽ
ニ
依
テ
地
ノ
口
ト
称
シ
、
氏
子
町

々
ヨ
リ
山
鉾
町
其
他
神
事
掛
リ
エ
多
少
ト
モ
持
寄
来
ル
例
ナ
リ
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云
、
特
ニ
轅
町
ノ
住
ナ
レ
ハ
、
其
廉
ヲ
以
テ
厚
ク
配
慮
下
サ
レ
度
段

懇
談
ニ
及
フ
処
、
畑
氏
云
、
神
輿
渡
御
ノ
儀
ハ
吾
輩
徒
（
従
）来
擔

当
セ
シ
事
ナ
レ
ハ
、
猶
当
年
ノ
祭
礼
ニ
至
テ
モ
精
々
心
力
ヲ
尽
ス
ヘ
シ
、
山

鉾
一
般
ノ
入
費
ヲ
氏
地
町
々
ヱ
分
賦
ス
ル
ニ
至
テ
ハ
意
外
ノ
事
ナ
リ
、

当
今
ノ
時
体
、
右
様
ノ
儀
申
出
シ
、
万
一
御
譴
責
ヲ
蒙
ル
事

ア
ラ
ハ
何
ノ
益
カ
有
ラ
ン
、
吾
此
儀
ニ
同
意
ナ
シ
カ
タ
シ
ト
、
依
テ
僕
亦
如

何
ト
モ
為
シ
方
ナ
ケ
レ
ハ
、
胸
裏
ニ
決
案
シ
、
独
断
ヲ
以
テ
総
区
長

船
橋
氏
・
遠
藤
氏
其
外
某
々
エ
申
出
ル
ニ
ハ
、
来
月
氏
神

私
祭
ニ
付
前
刻
ヨ
リ
畑
氏
卜
議
論
致
ス
処
、
然
々
ナ
リ
、
依
テ

僕
氏
地
ノ
区
長
中
頼
談
致
度
ニ
付
、
万
一
御
府
庁
ノ

上
聞
ニ
達
シ
如
何
敷
思
召
サ
シ
（
レ
）、
各
君
エ
御
沙
汰
ノ
品
モ

有
之
節
ハ
、
僕
壱
人
御
召
出
シ
成
シ
下
サ
レ
度
、
左
ア
ル
時
ハ

愚
存
具
ニ
言
上
仕
ル
ヘ
ク
（
キ
）旨
申
置
キ
退
出
ス
、
然
ル
ニ
下
京

第
三
区
副
区
長
村
田
五
兵
衛
殿
ハ
、
従
来
山
鉾
地

ノ
口
ノ
儀
ニ
付
心
配
致
シ
居
ラ
ル
ヽ
事
有
是
ニ
付
、
右
村
田
氏
ヱ 

」

相
訪
、
今
朝
ヨ
リ
御
府
庁
詰
所
ニ
テ
畑
氏
卜
議
論
ノ
趣
、
且
総
区
長

衆
ニ
申
置
タ
ル
始
末
具
ニ
面
話
シ
、
因
テ
愚
存
ニ
ハ
好
機
会
ナ
レ
ハ
従

前
ノ
地
ノ
口
ヲ
廃
シ
、
氏
地
一
般
ノ
持
寄
金
ニ
テ
祭
礼
執
行
致
シ

度
ニ
付
、
不
日
氏
地
ノ
区
長
衆
ヲ
十
壱
校
エ
招
集
シ
合
議
致
シ
度

ニ
付
、
足
下
モ
万
端
奮
発
助
力
致
シ
呉
ラ
レ
度
談
シ
置
、
夫
ヨ
リ

富
永
氏
エ
出
向
、
前
件
ノ
始
末
委
細
ニ
面
話
致
ス
所
、
畑
氏
ノ
申

条
、
轅
町
ノ
存
意
モ
ア
ル
事
故
、
少
シ
ハ
違
存
ナ
リ
、
夫
ヨ
リ
亦
下
京
第

十
区
区
長
松
島
与
七
殿
エ
出
向
、
前
件
ノ
次
第
委
曲
説
話
シ
、
万

端
配
慮
、
且
指
揮
ニ
預
リ
度
申
出
ル
処
、
松
島
氏
云
、
此
㕝
合

議
ス
ル
ニ
ハ
我
十
区
以
東
ヲ
後
ニ
シ
、
以
西
ノ
各
区
ヨ
リ
先
熟
談
シ
、

其
模
様
ニ
テ
氏
地
一
般
各
区
長
招
、
同
会
議
ナ
サ
ハ
然
ル
ヘ
カ
ラ
ン
カ
ト
、
僕

大
ニ
此
議
ニ
服
シ
、
則
チ
五
月
十
四
日
、
十
壱
校
ニ
ヲ
イ
テ
上
京
廿
六
区
副
区（
長
）

吉
川
氏
・
下
京
壱
区
ノ
長
矢
田
氏
、
同
副
区
長
上
田
氏
、
下
京
二
区
ノ

長
木
村
氏
・
同
副
区
長
沢
渡
氏
、
下
京
九
区
ノ
区
長
高
木
氏
、
下

京
十
区
ノ
長
松
島
氏
、
下
京
区
十
二
区
ノ
長
瀬
氏
、
及
当
区
長
富

永
氏
等
招
会
シ
、
村
田
氏
・
僕
両
人
会
主
故
、
両
人
ヨ
リ
各
君
エ
頼

談
ニ
逮
フ
主
意
ハ
、
目
前
来
月
八
坂
社
神
祭
ノ
儀
ニ
付
、
従
来
神

輿
ヲ
取
扱
フ
ハ
轅
町
ナ
リ
、
然
ル
ニ
昨
年
神
人
駕
輿
丁
廃
止（
セ
）ラ

ル
ヽ
上
ハ
、
当
今
旧
轅
町
ヨ
リ
執
成
モ
致
シ
難
シ
ト
雖
モ
、
畑
氏
・
富

永
氏
ハ
旧
轅
町
住
故
、
殊
ニ
尽
力
是
ア
レ
ト
モ
、
各
町
ヨ
リ
持
寄
ル
ヘ
キ 

」

地
ノ
口
モ
納
メ
サ
ル
向
モ
不
少
、
就
テ
ハ
山
鉾
出
サ
ヽ（
ル
ルヽ
）
町
モ
多
ク
、
右
様
神

祭
衰
廃
致
ス
ト
キ
ハ
都
下
不
融
通
大
方
ナ
ラ
ス
、
甚
以
テ
歎
息
ノ

至
リ
ナ
リ
、
依
テ
如
何
ニ
モ
為
シ
テ
、
祭
儀
従
前
ノ
如
ク
執
行
ヒ
度
ニ
付

テ
ハ
、
至
急
ノ
申
立
ナ
レ
ト
モ
、
当
年
ヨ
リ
従
来
ノ
地
ノ
囗
ヲ
廃
シ
、
神
輿
渡

御
ノ
入
費
ヲ
始
メ
、
山
鉾
其
外
神
事
掛
リ
ノ
諸
入
費
、
更
ニ
氏
地
町

々
一
般
ニ
分
当
シ
、
永
世
不
窮
ノ
祭
儀
執
行
〔
相
成
ル
様
〕
致
度
旨
陳
述
ス
ル
ニ
、

各
々
庶
祭
費
ヲ
尋
問
ス
、
答
テ
曰
、
先
予
算
神
輿
渡
御
ノ
入
費

〔 

各
君
ヨ
リ
神
輿
渡
御
ノ
入
費
・
山
鉾
入
費
等
凡
何
程
卜
尋
ニ
付
、

　

精
細
ノ
儀
ハ
難
計
卜
雖
モ
、
大
略
祭
礼
ノ
入
費
〕

金
百
円
、
鉾
一
基
ニ
付
入
費
金
五
十
円
、
山
一
基
ニ
付
入
費
金
十
二

三
円
卜
見
積
リ
、
氏（
地
）惣
計
大
数
五
百
町
ヲ
以
テ
計
算
セ
ハ
可
ナ
ル

ヘ
キ
趣
答
ル
処
、
諸
君
計
算
シ
テ
大
凡
壱
町
金
壱
円
三
拾

銭
ニ
当
ル
ト
云
、
然
レ
共
其
町
数
ヲ
精
計
ス
レ
ハ
四
百
三
十
五
町
ナ
リ
、
依
テ
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相
成
、
庶
務
課
吉
井
殿
御
取
扱
ニ
テ
、
右
書
面
ノ
趣
相
違
無
之

ニ
ヲ
イ
テ
ハ
、
総
区
長
連
印
致
シ
（
ス
）可

旨
御
沙
汰
有
之
ニ
依
テ
、
乃
チ

在
勤
総
区
長
熊
谷
久
右
衛
門
殿
・
長
尾
小
兵
衛
殿
・
舟
橋
清
左

衛
門
殿
等
連
署
調
印
シ
、
再
ヒ
上
呈
致
シ
、
所
願
ノ
趣
御
聴

届
相
成
候
段
御
書
下
ケ
頂
戴
ス
、
誠
ニ
未
曽
有
ノ
事
件
、
万 

」

端
阻
滞
ナ
ク
速
ニ
允
許
ヲ
蒙
ル
事
、
偏
神
慮
ノ
冥
助
ニ
依
ル
ト

雖
モ
、
又
各
区
長
衆
ノ
配
意
且
各
町
懇
和
協
同
尽
力
ノ

致
ス
所
ナ
リ
、
右
願
書
江
御
書
下
御
割
印
有
之
、
本
紙
ハ

最
初
奮
励
建
議
ノ
故
ヲ
以
テ
、
下
京
三
区
・
同
十
壱
区
等
ノ

両
役
ニ
テ
、
隔
年
交
番
ニ
是
ヲ
預
ル
事
ニ
定
ム
、
又
神
㕝
当
番

二
区
宛
卜
定
ム
ル
㕝
ハ
明
治
六
年
ヨ
リ
始
メ
ニ
、
鬮
取
ニ
テ
当
年
ハ

上下
（
マ
マ
）同
七
年
ハ
上下
（
マ
マ
）ト
シ
、
各
町
々
ニ
テ
神
㕝
ノ
入
費
金
ヲ
集
メ
、
区
々
ヨ
リ

五
月
廿
日
迄
ニ
当
番
ノ
校
江
持
寄
、
廿
日
ニ
ハ
当
番
ノ
校
ニ
ヲ

イ
テ
、
下
京
三
区
・
同
拾
壱
区
ヨ
リ
正
副
区
長
ノ
中
壱
人
ツ
ヽ

立
会
預
リ
置
、
山
鉾
町
々
エ
ハ
三
校
・
十
壱
校
隔
番
ニ
渡
方

致
シ
、
右
者
都
下
ノ
衰
微
ニ
致
ラ
サ
ル
ヨ
フ
希
望
ス
ル
主
意
ナ
レ
ハ
、
山
鉾
町
々
我
意

ヲ
不
申
立
、
例
年
懈
怠
ナ
ク
山
鉾
ヲ
出
ス
ヘ
キ
旨
結
約
ス
、
然
ル
上
ハ
万
一

今
後
其
町
ニ
苦
情
有
テ
山
鉾
出
シ
難
キ
時
ハ
、
必
氏
地
各
区
長
中
へ

其
次
第
書
取
ヲ
以
テ
断
出
サ
ル
ヘ
シ
、
若
各
区
長
エ
申
出
カ
タ
キ
訳

ア
ラ
ハ
、
其
区
内
ニ
テ
熟
議
シ
助
費
金
ヲ
以
テ
可
成
様
致
シ
、
祭
日
整

々
行
列
ニ
洩
ル
事
無
之
様
希
望
ス
ル
者
ナ
リ

（
Ａ
②
）

　

前
条
願
書
之
写

　
　
　
　
　
　
　

八
坂
神
社
氏
子
祭
式
之
儀
御
願

衆
議
シ
テ
云
、
当
年
ノ
今
日
ニ
至
リ
斯
ノ
コ
ト
キ
大
望
遽
ニ
打
合
カ
タ
シ
ト
、

時
ニ
高
木
氏
断
テ
云
、
神
輿
渡
御
ノ
入
費
ノ
儀
、
氏
地
中
ヨ
リ
持
ヨ
リ

執
行
ヘ
キ
ハ
至
当
ナ
リ
、
山
鉾
ノ
入
費
ニ
至
テ
ハ
迚
モ
行
届
キ
カ
タ
シ
ト
、
議

論
一
定
セ
ス
、
然
リ
卜
雖
モ
都
下
ノ
賑
ハ
モ
ト
ヨ
リ
山
鉾
ニ
ア
ル
事
ナ
レ
ハ
、

猶
再
三
熟
議
ノ
上
、
今
日
集
会
ノ
各
君
ヨ
リ
其
モ
ヨ
リ
ノ
各
区
エ
前

議
ノ
始
末
具
ニ
伝
説
シ
、
倶
ニ
勧
奨
ノ
議
（
儀
）懇
ニ
依
頼
シ
、
村
田
氏
・

僕
等
ハ
今
日
集
会
無
之
各
区
へ
頼
談
致
シ
、
再
ヒ
来
ル
廿
一
日
氏
地

各
区
正
副
区
長
中
、
当
十
壱
区
エ
請
招
シ
会
議
致
度
段

約
定
シ
一
同
退
会
ス
、
依
テ
其
翌
日
ヨ
リ
村
田
氏
・
僕
ハ
氏
地
各
区
エ 

」

奔
走
頼
談
シ
、
廿
一
日
ニ
至
リ
総
会
議
ヲ
ナ
ス
ト
コ
ロ
、
衆
論
紛
々
ニ
テ
議
ニ

服
セ
サ
ル
区
モ
三
四
名
ア
レ
共
、
大
概
壱
町
金
壱
円
ト
見
積
リ
ヲ
以
テ

各
区
町
々
ヱ
説
諭
イ
タ
シ
、
其
上
返
答
致
ス
ヘ
キ
趣
ニ
付
、
何
分
前

議
協
同
無
之
時
ハ
不
得
止
山
鉾
ヲ
不
出
町
モ
不
少
ニ
付
、
承
諾
ノ

有
無
ニ
ヨ
ツ
テ
山
鉾
町
ノ
心
得
モ
有
之
事
ナ
レ
ハ
、
廿
四
日
限
リ
封
書
ニ
テ

村
田
氏
方
迄
確
答
被
下
度
段
約
定
致
シ
、
今
日
ノ
会
ヲ
退
出
ス
、

今
日
集
会
ノ
人
数
、
氏
地
上
下
京
凡
テ
廿
六
区
ノ
正
副
区
長
、
並
ニ
旧

轅
町
ヨ
リ
モ
出
会
ニ
テ
、
総
人
数
八
十
七
人
ナ
リ
、
然
ニ
廿
四
日
ニ
至
り
前

儀（
議
）協
同
ノ
旨
封
書
ニ
テ
答
来
ル
方
大
凡
半
通
リ
ニ
テ
、
其
余
ハ
有

無
ノ
答
書
モ
来
ラ
ス
、
依
テ
亦
村
田
氏
ト
僕
、
未
タ
答
書
来
ラ
サ
ル

向
々
へ
頼
談
ニ
及
、
漸
々
廿
六
日
ニ
至
り
惣
テ
協
和
熟
談
相
調
ニ
付
、
即

刻
願
書
案
取
調
、
僕
ヨ
リ
総
区
長
船
橋
氏
ヘ
相
断
、
廿
七
日
、
本

願
書
面
ニ
各
区
正
副
区
長
連
署
調
印
シ
、
廿
八
日
、
府
庁
ヘ
上
呈
ス
、

然
ニ
即
今
主
上
御
入
京
御
駐
駅
中
ニ
テ
、
御
府
庁
モ

特
ニ
御
多
端
ノ
折
柄
ナ
レ
共
、
晦
日
、
上
局
ニ
テ
右
願
書
御
披
覧
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区
長　
　

矢
田
徳
右
衛
門
㊞

 
 

副
区
長　

上
田
寅
吉
㊞

 

同　

第
弐
区

 
 

区
長　
　

木
村
小
兵
衛
㊞

 
 

副
区
長　

近
藤
吉
右
衛
門
㊞

 

同　

第
三
区

 
 

区
長　
　

森
川
吉
左
衛
門
㊞

 
 

副
区
長　

村
田
五
兵
衛
㊞

 

同　

第
四
区

 
 

区
長　
　

須
羽
彦
右
衛
門
㊞

 
 

副
区
長　

長
野
清
三
郎
㊞

 

同　

第
五
区

 
 

区
長　
　

太
田
半
治
郎
㊞

 
 

副
区
長　

玉
尾
與
兵
衛
㊞ 

」

 

同　

第
六
区

 
 

区
長　
　

吉
田
佐
助
㊞

 
 

副
区
長　

高
木
三
郎
兵
衛
㊞

 

同　

第
七
区

 
 

区
長　
　

三
宅
留
治
郎
㊞

 
 

副
区
長　

原
田
忠
兵
衛
㊞

 

同　

第
九
区

 
 

区
長　
　

高
木
太
郎
右
衛
門
㊞

 
 

副
区
長　

西
田
善
兵
衛
㊞

 

同　

拾
区

一
八
坂
神
社
氏
子
祭
式
行
粧
入
費
之
儀
、
従
来
氏
子
町
々
ゟ
地 

」

　

之
口
与
唱
へ
持
寄
ニ
而
相
務
来
り
候
処
、
右
地
之
口
料
町
々
不
同

　

有
之
候
ニ
付
、
今
般
地
之
口
料
相
止
メ
、
氏
子
中
平
等
ノ
入
費
ニ

　

仕
度
段
区
毎
町
々
申
合
、
祭
式
相
勤
申
度
、
此
段
奉
願
上
候
、

　

右
之
趣
御
聞
届
被
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、　

以
上

 

上
京
廿
六
区

　
　
　
　

壬
申
五
月
廿
五
日 

 

区
長　
　

遠
藤
善
兵
衛
㊞

 
 

副
区
長　

吉
川
吉
次
郎
㊞

 
同　

廿
七
区

 
 

区
長　
　

古
橋
兵
左
衛
門
㊞

 
 

副
区
長　

森
治
郎
右
衛
門
㊞

 

同　

廿
八
区

 
 

区
長　
　

畑
嘉
兵
衞
㊞

 
 

副
区
長　

山
口
仙
之
助
㊞

 

同　

廿
九
区

 
 

区
長　
　

野
村
源
兵
衛
㊞

 
 

副
区
長　

多
田
佐
兵
衛
㊞

 

同　

卅
区

 
 

区
長　
　

田
中
松
之
助
㊞

 
 

副
区
長　

道
江
嘉
兵
衛
㊞ 

」

 

同　

卅
壱
区

 
 

区
長　
　

富
永
武
右
衛
門
㊞

 
 

副
区
長　

三
浦
清
助
㊞

 

下
京
第
壱
区



142

 
 

区
長　
　

内
田
孫
兵
衛
㊞

 
 

副
区
長　

前
田
茂
兵
衛
㊞ 

」

 

同　

廿
区

 
 

区
長　
　

藤
岡
惣
右
衛
門
㊞

 
 

副
区
長　

山
田
伊
助
㊞

 

同　

廿
二
区

 
 

区
長　
　

平
居
甚
右
衛
門
㊞

 
 

副
区
長　

小
澤
権
左
衛
門
㊞

　

前
書
之
通
申
出
相
違
無
御
座
候
ニ
付
奥
印
仕
候
、
以
上

 
 

総
区
長　

熊
谷
久
右
衛
門
㊞

 
 

　
　
　
　

長
尾
小
兵
衛
㊞

 
 

　
　
　
　

船
橋
清
左
衛
門
㊞

　
　
　
　

京
都
府

　
　
　
　
　
　

御
庁

　

右
之
通
連
署
調
印
ニ
而
出
願
致
候
処
、
御
聞
届
相
成
、
御
書
下
ヶ

　

頂
戴
仕
候

　

嗚
呼
百
㕝
一
新
之
時
ニ
際
会
シ
、
当
社
私
祭
之
儀
ヲ

　

改
定
シ
、
従
前
ノ
地
之
口
ヲ
止
メ
、
氏
地
町
々
ヨ
リ
公
平
ニ

　

分
賦
出
金
ヲ
以
、
永
世
不
朽
ニ
祭
式
ヲ
修
セ
ハ
、
聊
敬 

」

　

神
之
道
ニ
モ
叶
フ
ヘ
ケ
レ
ハ
、
荀
モ
従
㕝
ス
ル
者
私
情
ヲ
去
、

　

精
実
神
ニ
仕
ノ
心
ヲ
以
テ
其
役
ヲ
務
ム
ヘ
キ
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
京
第
十
壱
区

　
　
　

明
治
五
年
壬
甲
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

区
長　

土
田
作
兵
衛
記
ス

（
Ｂ
①
）

 
 

区
長　
　

松
嶋
與
七
㊞

 
 

副
区
長　

栗
原
吉
兵
衛
㊞

 

同　

拾
壱
区

 
 

区
長　
　

富
永
太
郎
左
衛
門
㊞

 
 

副
区
長　

土
田
作
兵
衛
㊞

 

同　

拾
弐
区

 
 

区
長　
　

長
瀬
藤
兵
衛
㊞

 
 

副
区
長　

矢
部
太
兵
衛
㊞ 

」

 
同　

拾
三
区

 
 

区
長　
　

波
多
野
徳
兵
衛
㊞

 
 

副
区
長　

長
谷
川
治
兵
衛
㊞

 

同　

拾
四
区

 
 

区
長　
　

植
村
七
兵
衛
㊞

 
 

副
区
長　

熊
谷
市
郎
兵
衛
㊞

 

同　

拾
五
区

 
 

区
長　
　

杉
浦
治
郎
右
衛
門
㊞

 
 

副
区
長　

井
口
彦
右
衛
門
㊞

 

同　

拾
七
区

 
 

区
長　
　

川
本
清
造
㊞

 
 

副
区
長　

河
口
治
郎
兵
衛
㊞

 

同　

拾
八
区

 
 

区
長　
　

安
川
九
兵
衛
㊞

 
 

副
区
長　

藤
原
忠
四
郎
㊞

 

同　

拾
九
区
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未
究
ニ
付
事
務
掛
ノ
各
区
ニ
依
頼
シ
、
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
集
高
共
分
賦
ス

一
金
拾
六
円
也

　
　
　
　
　

但
鉾
壱
本
ニ
付
金
八
円
宛

　

右
函
谷
鉾
・
鶏
鉾
両
町
へ
渡
ス

一
金
三
拾
九
円
也

　
　
　
　
　

但
し
鉾
壱
本
ニ
付
金
八
円
宛

　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
金
五
円
宛
神
児
助
費

　

右
者
長
刀
鉾
・
月
鉾
・
放
下
鉾
三
町
へ
渡
ス

一
金
拾
四
円
也

　
　
　
　
　

但
シ
壱
本
ニ
付
金
七
円
宛

　

右
者
岩
戸
山
・
北
観
音
山
両
町
ニ
渡
ス 

」

一
金
拾
九
円
也

　
　
　
　
　

但
シ
壱
本
ニ
付
金
壱
円
宛

　

右
者
出
山
十
九
町
へ
是
ヲ
渡
ス
、
山
之
名
、
前
ニ
有
之
ニ
付
略
之

（
Ｂ
②
）

　
　
　
　
　
　
　
　

八
坂
神
社
私
祭
祇
園
会
日
附
記

　
　
　
　

七
月
一
日 

吉
符
入
之
式
、
従
前
之
通

　
　
　
　
　
　

七
日 

鉾
之
榊　

僮
社
参
之
事　

 

午
前

　
　
　

 

附
り
、
本
日
山
鉾
町
々
社
参
シ
テ
神
酒
頂
戴
之
㕝

　
　
　
　
　
　

十
日 

神
輿
洗　
祇
園
町
ヨ
リ

邌
物
出
ル

 

午
后
十
一
時

　
　
　
　
　
　

同
日 

鉾
建 

午
前
一
時
ヨ
リ

　
　
　
　
　

十
一
日 

鉾
車
懸 

午
前
十
時

　
　
　
　
　

十
四
日　
　
　

 

山
建 

午
前
六
時
ヨ
リ

　
　
　
　

明
治
六
年
ヨ
リ
同
十
年
迄
、
左
之
通
山
鉾
へ
氏
子
町

　
　
　
　

ゟ
助
費
金
渡
ス

一
金
三
拾
円
宛

　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
金
弐
円
宛
神
児
助
費

　

右
者
長
刀
鉾
・
月
鉾
・
放
下
鉾
、
三
町
へ
渡
ス

一
金
三
拾
円
宛

　

右
者
函
谷
鉾
・
鶏
鉾
両
町
へ
渡
ス

一
金
弐
拾
三
円
也

　

右
者
岩
戸
山
町
へ
渡
ス

一
金
八
円
宛

　

右
者
芦
刈
山
・
占
出
山
・
油
天
神
山
・
太
子
山
・
白
楽
天
山
・
山
伏
山
・

　

伯
牙
山
・
郭
巨
山
・
孟
宗
山
・
錦
天
神
山
・
木
賊
山
・
保
昌
山
、

　

十
二
町
へ
渡
ス

一
金
弐
拾
四
円
也

　
　
　
　

外
ニ
金
三
円
電
信
機
手
数
心
付 

」

　

右
者
観
音
山
町
へ
渡

一
金
八
年
宛

　

右
者
橋
弁
慶
山
・
鯉
山
・
常
（
浄
）明
山
・
鈴
鹿
山
・
行
者
山
・
黒
主

　

山
、
六
町
へ
渡
ス

　

明
治
八
年
ヨ
リ
八
幡
山
出
山
ニ
付
同
年
ヨ
リ
十
年
マ
テ
是
ヲ
渡
ス

一
明
治
八
年
六
月
廿
五
日
、
金
壱
円
弐
拾
五
銭
ニ
手
洗
井

　

神
㕝
費
、
手
洗
水
町
へ
渡
ス

　
　
　

明
治
十
年
八
月
八
日
、
助
費
金
之
外
有
志

　
　
　

増
金
渡
左
之
通　
　
　

本
年
山
鉾
町
ヨ
リ
助
費
増
願
出
之
処
、
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神
事
当
区
（
番
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
拾
区
々
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
勝
利
平
㊞ 

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
拾
二
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
五
郎
兵
衛
㊞

　
　
　
　

産
土

　
　
　
　
　
　

各
区
々
長

（
Ｂ
④
）

　
　
　
　

別
紙
山
鉾
町
々
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

添
書

　

別
紙
之
通
山
鉾
町
連
署
調
印
ニ
而
再
応
之
依
頼
書
拙
者
共
ヨ
リ

　

差
出
呉
候
様
申
出
之
旨
趣
者
、
元
治
元
甲
子
年
大
災
之
以
後
、
氏

　

地
町
々
之
景
況
モ
移
変
、
神
祭
等
モ
粗
暴
ニ
成
行
、
都
下
景

　

況
ヲ
失
ナ
ハ
ン
ト
ス
、
当
祇
園
会
ニ
限
リ
往
昔
ヨ
リ
産
土
町
々
ヨ
リ
地
ノ
口
米

　

ト
称
シ
、
其
掛
リ
ヘ
米
金
ヲ
持
寄
、
祭
儀
ヲ
執
行
候
処
、
甲
子
年
変
後

　

右
持
寄
ノ
定
額
ヲ
減
シ
、
私
論
ヲ
申
立
不
納
之
向
モ
少
ナ
カ
ラ
ズ
、
不
出

　

ノ
山
鉾
モ
多
ク
（
キ
）故
、
見
物
之
多
、
諸
国
ヨ
リ
入
京
之
人
民
モ
無
之
、
氏
地
ハ

　

勿
論
都
下
一
般
之
賑
ヲ
失
ヒ
、
村
在
ニ
至
ル
迄
自
ラ
不
融
通
ニ
立
到
ラ

　

ン
ト
ス
、
故
ニ
産
土
該
区
々
長
中
合
議
協
同
シ
テ
、
祇
園
祭
ハ

　

神
㕝
之
事
務
計
ニ
有
ラ
ス
、
都
下
之
景
況
ト
諸
商
業
ニ

　

係
リ
候
ナ
レ
ハ
、
能
ク
勘
弁
ナ
ラ
テ
ハ
不
相
成
㕝
ト
協
議
シ
、
先
該

　

祭
諸
入
費
之
見
込
相
立
候
節
、
悉
ク
其
費
ニ
充
テ
ス
ト
雖
モ
、
両

　

度
神
輿
渡
行
祭
礼
之
入
費
金
百
円
、
車
附
ノ
鉾
壱
基
ニ
付
金

　

五
拾
円
、
舁
山
壱
基
ニ
付
金
十
二
三
円
、
但
シ
鉾
五
基
、
曳
山
弐
基
、 

」

　
　
　
　
　

十
五
日 

御
府
庁（
ニ
）於
テ
鬮
取
、
山
鉾
順
行
定
之
㕝

　
　
　
　
　
　

同
日 

鉾
曳
初　
　

山
舁
初 

午
前
十
時

　
　
　
　
　

十
七
日 

当
祭
日
山
鉾
順
行 

午
前
七
時

　
　
　
　
　
　

同
日 

御
神
輿
御
旅
所
迄
行
幸 

午
後
四
時

　
　
　
　
　

十
八
日 

鉾
建

　
　
　
　
　

廿
一
日 

山
建

　
　
　
　
　

廿
二
日 
鉾
曳
初　

山
舁
初 

」

　
　
　
　
　
　

同
日 
御
府
庁
鬮
取
、
山
鉾
順
行
定

　
　
　
　
　

廿
四
日 

当
祭
日
山
鉾
順
行 

午
前
七
時

　
　
　
　
　
　

同
日 

御
神
輿
還
幸 

午
後
二
時

　
　
　
　
　

廿
八
日 

神
輿
洗
、
邌
物
出
ル 

前
十
日
同

　
　
　

右
毎
年
例
祭
定
日
也

　
　
　
　
　
　

明
治
九
年（
六
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　

私
祭
㕝
務
掛　

 

土
田

 

村
田

　
　

右
之
通
り
私
祭
之
日
順
序
、
各
区
町
々
江
通
知
相
成
候
也

（
Ｂ
③
）

　
　
　
　
　
　
　
　

披
露

一
八
坂
神
会
ニ
付
過
日
来
度
々
公
許
之
上
、
当
年
之
処
ハ
旧

　

例
通
ニ
テ
祭
式
相
懃
（
勤
）候
様
治
定
有
之
候
、
然
ル
処
、
昨
九
年
已
来

　

神
役
之
町
村
ゟ
被
申
出
候
次
第
柄
、
是
亦
不
得
止
㕝
情
ニ
テ

　

多
分
之
失
費
年
々
相
嵩
シ
候
テ
ハ
、
自
然
ト
衰
廃
之
場

　

合
ニ
立
至
候
テ
ハ
、
市
中
之
景
況
ニ
相
カ
ヽ
ハ
リ
候
テ
モ
歎
ケ
ハ
敷
ト

　

被
存
候
、
就
而
者
町
々
ゟ
被
差
出
候
別
紙
書
面
御
一
覧
之
上
、

　

可
然
公
許
無
之
候
而
者
、
祭
役
町
村
江
当
区
（
番
）ヨ
リ
申
諭
方
者

　

無
之
候
間
、
宜
臨
時
之
御
計
御
集
評
被
下
度
候
也
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車
附
七
基
江
助
費
増
金
廿
円
宛
、
舁
山
廿
基
江
金
弐
円
宛

　

増
方
之
儀
ハ
不
得
止
、
拙
者
ヨ
リ
モ
御
依
頼
申
度
候
、
右
之
外
ニ

　

兼
而
申
置
候
久
世
村
神
僮
江
当
度
ヨ
リ
金
弐
円
五
拾
銭

　

馬
代
ト
シ
テ
渡
方
之
儀
、
各
区
御
中
御
協
議
被
下
度
、
兼

　

テ
御
承
知
之
通
、
当
祇
園
祭
者
神
事
而
已
ニ
テ
ハ
無
之
、
都
下

　

之
景
況
ト
諸
商
業
之
融
通
ニ
抱
（
拘
）リ
候
次
第
ニ
御
座
候

　

得
共
、
産
土
之
各
町
々
民
費
之
課
出
相
嵩
ミ
、
景
況
ニ
不
抱
（
拘
）募

　

出
難
相
成
ニ
到
テ
者
、
難
黙
止
儀
ニ
御
座
候
間
、
車
附
山
鉾

　

七
基
之
内
三
基
宛
隔
年
ニ
休
ミ
、
其
費
九
十
円
ヲ
当
番
之

　

車
附
四
基
江
分
賦
シ
相
務
候
ヨ
リ
他
事
無
之
様
存
候

　

間
、
何
卒
御
公
許
被
成
下
度
、
依
而
添
書
仕
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
事
世
話
掛

　
　

明
治
十
年
六
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　

土
田
作
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
五
兵
衛
㊞

　
　
　
　

産
土
該
区

　
　
　
　
　
　

正
副
区
長　

御
中 

」

（
Ｂ
⑤
）

　
　
　
　

助
費
増
金
之
儀
山
鉾
町
々
ヨ
リ
依
頼
之
写

　
　
　
　
　
　
　
　

依
頼
書

　

八
坂
私
祭
ニ
付
例
年
山
鉾
町
々
江
請
取
申
候
助
費
之
儀
、

　

明
治
五
年
以
来
従
前
之
地
之
口
米
課
出
ヲ
廃
シ
、
公
平

　

之
分
賦
を
以
、
氏
子
四
百
三
十
余
町
各
金
壱
円
宛
課
出
シ

　

神
事
入
費
ニ
配
当
相
成
候
ハ
、
其
砌
各
区
々
長
御
中
決
議

　

之
旨
承
知
仕
居
候
、
依
而
鉾
町
ハ
金
三
拾
円
、
曳
山
ハ
廿

　

舁
山
廿
基
未
出
ハ　
船
鉾
・
観
音
車
付　
　

傘
鉾
弐
本
、
蟷
螂
山
等　

其
外
神
輿
之
丁
人
足
遣

　

ス
料
、
弓
屋
（
矢
）町
ヨ
リ
出
ル
鉾
武
者
等
之
助
費
、
其
外
諸
掛
総
計

　

六
百
五
拾
円
余
也
、
是
前
議
之
見
込
、
氏
地
四
百
卅
余
町
ニ
分
賦
セ

　

ハ
壱
円
五
拾
銭
余
ニ
相
成
、
其
年
五
月
廿
一
日
集
議
ナ
レ
ハ
、
当
祭
期
ニ

　

近
キ
今
日
ニ
至
リ
期
之
如
キ
大
望
遽
ニ
打
合
カ
タ
シ
、
追
テ
議
ス
ル
、
先

　

当
年
之
処
壱
ヶ
町
壱
円
宛
之
出
額
ヲ
以
テ
可
相
務
旨
、
各
区

　

々
協
和
熟
議
相
調
候
ニ
付
、
即
刻
願
書
相
認
メ
、
産
土
各
区
正

　

副
区
長
中
連
署
調
印
ニ
而
、
五
月
廿
八
日
御
府
庁
江
上
呈
ス
、
然

　

ル
ニ
、
即
今

　

主
上
御
入
京
御
駐
駅
中
ニ
テ
御
府
庁
特
ニ
御
多
端
ノ
折
柄

　

ナ
レ
共
、
晦
日　

御
上
局
ニ
テ
右
願
書
御
披
見
相
成
、
書
面
之

　

趣
相
違
無
之
ニ
於
テ
ハ
、
総
区
長
連
印
可
致
旨
御
沙
汰

　

ニ
有
之
、
乃
チ
在
勤
総
区
長
熊
谷
久
右
エ
門
殿
、
長
尾
小
兵

　

衛
殿
・
舟
（
船
）橋
清
右
エ
門
殿
等
連
署
調
印
ニ
而
再
ヒ
上
呈
相
成

　

候
処
、
願
之
趣
御
聞
届
相
成
、
御
書
下
頂
戴
仕
候
儀
者

　

各
区
ニ
於
テ
御
承
知
之
処
也
、
然
ル
ニ
前
件
協
議
之
節

　

神
輿
渡
行
祭
礼
費
ヲ
始
メ
諸
費
之
内
何
れ
茂
不
充
ト
雖
モ

　

又
不
足
不
多
候
処
、
其
内
車
附
山
鉾
之
費
ニ
限
リ
多
分
之
不
足

　

ニ
相
成
候
故
、
別
紙
鉾
町
々
ヨ
リ
助
費
増
シ
賴
出
候
者
不
得

　

止
之
儀
ニ
御
座
候
、
前
件
合
議
之
節
、
拙
者
共
抽
テ
此
㕝
務
ニ 

」

　

擔
当
致
候
得
共
、
固
ヨ
リ
我
等
鉾
町
之
居
住
故
、
其
鉾
町
々
江
多

　

カ
ラ
ス
、
其
相
当
之
助
費
金
強
テ
申
募
ル
㕝
不
可
然
、
最
前
見

　

込
鉾
入
費
五
拾
円
ト
見
ナ
シ
候
ハ
、
全
ク
多
カ
ラ
サ
ル
処
ニ
シ
テ
、
実
㕝

　

出
鉾
入
費
多
分
之
募
出
ニ
有
之
候
故
、
今
般
拙
者
共
ニ
迫
リ
候
ニ
付
、
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総
代　

山
内
新
助
㊞

 

岩
戸
山
町

 

　

総
代　

青
木
四
郎
次
㊞

 

観
音
山
町

 

　

総
代　

中
村
伝
兵
衛
㊞

　
　
　
　

神
事
当
区
御
中

　
　
　
　
　
　
　
　

追
啓 

」

　

鉾
町
入
費
之
儀
、
本
紙
之
通
申
立
候
得
共
、
尚
其
外
神
僮

　

及
禿
勤
務
之
入
費
者
、
大
半
擔
当
之
家
よ
り
相
賄
候

　

得
共
、
是
非
三
拾
円
以
上
ニ
者
至
り
可
申
歟
、
実
々
永

　

続
之
為
、
費
ヲ
省
キ
候
ニ
ハ
木
偶
之
町
分
茂
有
之
候

　

間
、
当
町
分
茂
木
偶
ニ
可
致
哉
、
是
又
大
ニ
景
況
外

　

見
ニ
閣
シ
候
事
故
、
何
共
決
議
難
致
有
之
候
、
依
而

　

此
儀
茂
御
公
許
被
成
下
度
候
也

 

長
刀
鉾
町

 

　

総
代　

内
田
源
助
㊞

 

月
鉾
町

　
　

明
治
十
年
六
月 

　

総
代　

小
野
清
三
郎
㊞

 

放
下
鉾
町

 

　

総
代　

山
内
新
助
㊞

　
　
　
　

神
事
当
区
御
中

（
Ｂ
⑥
）

一
昨
九
年
神
事
当
区
江
差
出
候
助
費
増
方
依
頼
書

　

之
儀
ニ
付
、
本
月
廿
日
山
鉾
町
総
代
三
名
、
各
区
御
会

　

七
円
、
或
ハ
廿
三
円
、
曳
山
町
ハ
金
八
円
、
神
僮
有
之
町
ハ
別

　

ニ
弐
円
請
取
、
神
㕝
勤
来
候
得
共
、
実
ハ
鉾
壱
基
ニ
付

　

例
年
七
八
拾
円
之
入
費
有
之
、
各
四
五
拾
円
之
募
集
、
其
町
分

　
ニ
而
相
賄
居
リ
、
且
年
々
修
繕
之
入
費
不
少
、
山
鉾
町
何
れ
も

　

借
財
相
嵩
ミ
、
永
続
之
目
的
相
立
兼
候
ニ
付
、
助
費
増
之

　

儀
昨
年
神
事
前
ヨ
リ
御
依
頼
申
居
、
又
過
日
御
会
議

　

之
節
、
昨
九
年
御
府
庁
ヘ
差
出
候
入
費
調
書
写
を
以

　

御
公
許
相
受
候
処
、
衆
議
御
一
決
不
相
成
、
先
従
前
之
助
費

　
ニ
而
可
閣
之
旨
伝
承
仕
候
、
此
分
ニ
而
者
年
々
疲
弊
ニ

　

立
至
り
、
後
年
山
鉾
保
存
之
見
込
難
相
立
存
候
、
依
車

　

附
山
鉾
七
基
之
内
三
基
ツ
ヽ
順
次
ニ
相
休
ミ
、
当
番
之

　

四
基
江
全
額
融
通
致
相
務
候
ハ
者
如
何
哉
与
被
存
候
得 

」

　

共
、
府
下
之
景
況
、
他
国
之
見
聞
も
可
有
之
候
間
、
是

　

非
を
決
せ
す
候
、
此
儀
御
公
論
仰
度
候
ニ
付
宜
御
尽
力

　

之
程
、
偏
ニ
御
依
頼
申
候
也

 

長
刀
鉾
町

 

　

総
代　

内
田
源
助
㊞

 

函
谷
鉾
町

 

　

総
代　

一
井
政
七
㊞

 

月
鉾
町

 

　

総
代　

小
野
清
三
郎
㊞

 

鶏
鉾
町

 

　

総
代　

芥
川
猪
兵
衛
㊞

 

放
下
鉾
町
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総
代　

一
井
政
七
㊞

 

月
鉾
町

 

　

総
代　

小
野
清
三
郎
㊞

 

鶏
鉾
町

 

　

総
代　

芥
川
猪
兵
衛
㊞

 

放
下
鉾
町

 

　

総
代　

山
内
新
助
㊞

 

岩
戸
山
町

 

　

総
代　

青
木
四
郎
次
㊞

 

観
音
山
町

 

　

総
代　

中
村
伝
兵
衛
㊞

　
　
　
　

八
坂
神
事
世
話
懸

　
　
　
　
　
　
　
　

土
田
作
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
五
兵
衛
殿

一
舁
山
町
々
ゟ
も
助
費
之
儀
依
頼
書
有
之
候
得
共
略
之 

」

（
Ｂ
⑦
）

　

明
治
十
一
年
ヨ
リ
土
産
該
区
々
長
衆
中
ヘ
依
頼
仕
、
決

　

議
之
上
、
壱
ヶ
町
ニ
壱
円
五
拾
銭
祭
費
課
出
ニ
相
成

　

候
ニ
付
、
左
之
通
分
賦
ヘ
致
候
也

 

下
京
第
拾
壱
区

 

　

区
長　

川
勝
利
平

 

下
京
第
三
区

 

　

区
長　

永
田
孝
助

 

私
祭
㕝
務
掛

　

議
之
席
ヘ
入
費
書
上
之
控
相
携
推
参
致
、
重
而
御 

」

　

依
頼
申
述
候
処
、
各
御
厚
配
被
下
候
得
共
、
尚
当
年
之

　

処
従
前
之
侭
ニ
而
可
相
勤
候
様
仰
聞
ニ
付
、
更
ニ
別
紙

　

之
通
、
御
依
頼
書
差
出
候
、
書
外
事
情
者
万
端
御

　

演
舌
之
程
御
依
頼
申
入
候
、
元
来
助
費
之
儀
ハ
両
氏

　

御
発
起
ニ
而
出
来
候
事
故
、
各
区
御
申
込
之
段
、
偏
ニ
御

　

委
セ
申
入
候
、
山
鉾
町
借
財
相
嵩
ミ
、
後
年
見
込

　

相
立
兼
候
儀
モ
是
又
委
細
御
承
知
之
事
ニ
御
座
候
、

　

情
実
之
所
程
能
御
申
立
相
顕
候
、
神
事
当
区

　

よ
り
年
々
金
三
十
円
以
内
各
町
へ
請
取
、
神
㕝
相
勤

　

居
候
ヘ
と
も
、
於
其
町
自
費
多
分
ニ
而
遂
ニ
無
拠
曳
渡
相
休

　

候
様
ニ
立
至
り
候
而
者
、
何
共
従
来
御
尽
力
被
下
候
廉

　
茂
無
之
詮
次
第
ニ
付
、
御
同
前
ニ
歎
敷
存
候
、
何
卒
各

　

町
山
鉾
永
続
之
為
、
今
金
弐
拾
円
宛
各
町
へ
助
費

　

増
御
周
旋
御
尽
力
被
下
度
、
尤
入
費
精
々
町
分
ニ
而
取

　

賄
候
者
、
其
町
之
義
務
ニ
候
得
共
、
永
続
相
成
兼
候
而
者

　

氏
地
者
勿
論
、
府
下
一
般
之
景
況
ニ
も
関
係
可
致
哉
、

　

殊
ニ
両
氏
之
御
尽
力
も
空
ク
相
成
候
而
者
、
歎
ヶ
敷
存
候
、

　

甚
以
申
兼
候
得
共
、
今
一
度
御
勉
励
被
下
、
各
区
中
江 

」

　

情
実
貫
徹
相
成
候
様
御
配
慮
之
程
、
各
町
ゟ
更
ニ
御

　

依
頼
申
入
候
也

 

長
刀
鉾
町

　
　

明
治
十
年
六
月 

　

総
代　

内
田
源
助
㊞

 

函
谷
鉾
町
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内
三
円
電
信
機
手
数
心
付

　

右
者
南
観
音
山
十
二
年
ヨ
リ
出
山
ニ
付
当
年
ヨ
リ

　

該
町
ヘ
渡
ス

　

明
治
十
三
年
六
月
ニ
至
リ
作
㕝
向
請
式
共
高
直
ニ
付
、
当

　

組
戸
長
川
勝
氏
ゟ
内
意
も
有
之
ニ
付
、
本
年
神
事 

」

　

当
番
上
京
区
卅
組
戸
長
浅
野
氏
、
下
京
区
第
五
組

　

戸
長
村
田
氏
エ
、
私
祭
㕝
務
懸
土
田
氏
・
村
田
氏
ゟ
依

　

頼
シ
テ
、
氏
子
の
卅
組
ニ
者
戸
長
中
協
議
之
上
、
一
ヶ
町
ニ

　

金
壱
円
八
拾
五
銭
也
、
神
㕝
之
課
出
相
成
候
、
依
而
左
之

　

通
是
ヲ
分
賦
ス

　
　

一
金
三
拾
円
也 

　

諸
式
高
直
ニ
付
増
金

　
　

一
同　

六
円
也 

　

神
童
増
金

 

　
　
　

壱
ヶ
町
拾
二
円
也

　
　

右
者
長
刀
鉾
・
月
鉾
・
放
下
鉾
三
町
ヘ
渡
ス

　
　

一
金
弐
拾
円
也 

　

諸
式
高
直
ニ
付
増
金

 

　
　
　

壱
ヶ
町
ニ
拾
円
也

　
　

右
者
函
谷
鉾
・
鶏
鉾
両
町
ヘ
渡
ス

　
　

一
金
弐
拾
壱
円
也　
　
　
　
　
　
　
　

諸
式
高
直
ニ
付
増
金

　
　

右
者
岩
戸
山
・
南
北
観
音
山
三
町
ヘ
渡（
ス
）

　
　

一
金
四
拾
円
也　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
式
高
直
ニ
付
増
金

　
　
　

右
者
占
出
山
・
山
伏
山
・
孟
宗
山
・
錦
天
神
山
・

　
　
　

白
楽
天
山
・
伯
牙
山
・
郭
巨
山
・
保
昌
山
・

　
　
　

芦
刈
山
・
木
賊
山
・
太
子
山
・
油
天
神
山
・ 

」

　
　
　

橋
弁
慶
山
・
鯉
山
・
常
（
浄
）明
山
・
黒
主
山
・
八
幡
山
・

 

　
　
　
　

土
田
作
兵
衛

 

　
　
　
　

村
田
五
兵
衛

一
金
百
五
拾
円
也

　
　
　
　

内
鉾
壱
本
ニ
付
金
四
拾
円
宛

　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
金
拾
円
宛
神
児
助
費

　

右
者
長
刀
鉾
・
月
鉾
・
放
下
鉾
三
町
ヘ
渡
ス

一
金
八
拾
年
也

　
　
　
　

内
鉾
壱
本
ニ
付
金
四
拾
円
宛

　

右
者
函
谷
鉾
・
鶏
鉾
両
町
へ
渡
ス

一
金
三
拾
五
円
也

　

右
者
岩
戸
山
町
へ
渡
ス 

」

一
金
百
弐
拾
円
宛

　
　
　
　

内
山
壱
本
ニ
付
金
拾
円
宛

　

右
者
山
伏
山
・
占
出
山
・
錦
天
神
山
・
孟
宗
山
・
白
楽
天
山
・

　

伯
牙
山
・
保
昌
山
・
太
子
山
・
油
天
神
山
・
芦
刈
山
・
郭
巨
山
・

　

木
賊
山
町
ヘ
渡
ス

一
金
三
拾
八
円
也

　
　
　
　

内
金
三
円
電
信
機
手
数
心
付

　

右
者
北
観
音
山
町
へ
渡

一
金
七
拾
円
也

　
　
　
　

内
山
壱
本
ニ
付
金
拾
円
宛

　

右
者
橋
弁
慶
山
・
鯉
山
・
黒
主
山
・
常
（
浄
）明
山
・
八
幡
山
・

　

行
者
山
・
鈴
鹿
山
町
へ
渡
ス

一
金
三
拾
八
円
也
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之
長
、
役
場
交
番
ニ
預
り
之
、
神
事
箱
ニ
有
、
同
年
爾
来
御
府

　

庁
市
井
掛
ヨ
リ
官
吏
調
査
出
張
十
七
日
祭
ハ

　
　
　

十
五
日　
廿
四
日
祭
ハ

　
　
　

廿
二
日
也
、
維
時

　

同
年
八
月
、
七
條
ノ
南
東
洞
院
烏
丸
之
間
停
車
所
建
築
ニ
付
東
洞

　

院
三
條
電
信
局
ヨ
リ
東
洞
院
通
ヲ
南
へ
停
車
所
迄
之
間
へ
電
信
線

　

路
架
換
之
儀
ニ
付
、
右
本
局
ヨ
リ
御
府
庁
へ
御
打
合
セ
之
御
書
ニ
添
、
総

　

区
長
片
山
米
三
郎
殿
文
面
小
子
方
ニ
有
之
、
其
文
面
左
之
通

　
　
　
　

別
紙
書
面
、
線
路
差
支
有
無
御
尋
ニ
相
成
候
、
就
而
者
八
坂
神
祭

　
　
　
　

山
鉾
通
行
道
筋
ニ
有
之
候
条
、
線
路
ニ
相
成
候
而
者
忽
チ
差
支

　
　
　
　

相
成
候
ト
相
心
得
候
間
、
何
れ
の
道
筋
へ
線
路
ヲ
換
候
半
（
ハ
）ヽ
山
鉾

　
　
　
　

通
行
之
為
ニ
支
障
無
之
歟
承
度
、
依
而
即
刻
御
出
頭
被
下
候
歟
、

　
　
　
　

或
ハ
何
通
ヨ
リ
何
通
り
へ
架
線
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
差
支
無
之
候
哉
、
見

　
　
　
　

込
書
ヲ
此
者
へ
御
渡
シ
被
成
度
、
右
両
様
之
内
御
答
承
度
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
区
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
田
作
兵
衛
殿

　

右
ニ
付
、
小
子
即
答
書
、
今
般
三
條
通
東
洞
院
電
信
局
ヨ
リ
、
東
洞
院 

」

　

通
ヲ
南
へ
停
車
所
迄
線
路
御
架
換
之
趣
拝
承
仕
、
御
国
体
之

　

御
便
宜
ニ
被
為
在
候
へ
ハ
、
決
而
異
存
申
立
候
儀
者
無
御
座
候
得
共
、
八
坂
神
祭

　

祇
園
会
之
節
、
山
鉾
通
行
難
相
成
ニ
付
可
相
成
者
三
條
通
ヲ
大
宮
、

　

大
宮
南
へ
御
架
線
相
成
候
ヘ
ハ
難
有
可
奉
存
候
、
此
段
御
答
奉
申
上
候
、

　

已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
京
第
十
一
区

　
　
　
　

明
治
八
年
八
月
四
日　
　
　
　
　
　

区
長　

土
田
作
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　

京
都
府
長
官
宛

　

右
線
路
者
最
初
者
三
條
通
西
へ
千
本
通
ヲ
南
へ
架
線
在
、
今
明
治

　
　
　

行
者
山
・
鈴
鹿
山
町
ヘ
渡
ス

　
　

一
金　

弐
円
也　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
式
高
直
ニ
付
増
金

　
　
　

右
者
傘
鉾
町
ヘ
渡
ス

（
Ｃ
①
）

　
　
　
　
　
　
　
　

追
加

　

前
之
冊
ニ
載
ス
一
新
之
際
迄
ハ
祇
園
会
庶
祭
雑
色
擔
任
ニ
而
其
権

　

勢
盛
ナ
ル
者
ナ
リ
、
唯
（
維
）新
爾
後
総
而
廃
セ
ラ
レ
、
旧
神
官
幷
ニ
神
人
・
駕

　

輿
丁
俗
ニ
轅
町
ト
称
ス
、
是
等
モ
被
為
廃
ニ
付
、
山
鉾
町
江
持
寄
町
々
之

　

地
之
口
米
モ
元
治
甲
子
年
大
変
後
ハ
不
持
寄
、
明
治
四
年
迄
之
間
、

　

祇
園
会
屢
々
衰
廃
ニ
ヲ
ヨ
ヒ
、
最
唯
（
維
）新
之
際
、
京
郡
之
御
制
法
ニ
モ
三

　

礼
ニ
山
鉾
祭
礼
之
儀
ハ
仮
旧
例
タ
リ
共
不
相
応
之
儀
、
不
相
成
之
趣
被

　

仰
爾
、
況
也
旧
例
弥
生
・
端
午
・
裏
盆
会
・
重
陽
等
之
節
も
被
為
廃
旧

　

陋
之
、
市
民
不
融
通
ヲ
歎
息
シ
、
是
時
勢
哉
、
明
治
六
（
五
）年
ニ
至
り
神
之

　

徳
タ
ル
ヤ
、
五
月
十
二
日
小
子
副
区
長
役
ニ
テ
府
庁
当
直
ニ
付
承
り
ニ
出
況

　

ニ
、
今
日
摂
州
難
波
村
之
者
、
従
来
祇
園
之
神
輿
舁
ヲ
本
年
ヨ
リ

　

差
止
ニ
相
成
、
再
願
難
聴
届
趣
ニ
付
、
難
波
村
之
者
共
無
力
下
ル
之
儀

　

承
ル
、
弥
以
テ
不
安
儀
ト
心
得
居
候
処
、
上
京
廿
八
区
々
長
御
池
之
町
、
是

　

轅
町
也
、
畑
嘉
兵
衞
殿
へ
示
談
ニ
及
処
、
不
及
力
ト
ノ
コ
ト
故
、
胸
裏
ニ
総
区
長

　

ニ
相
断
、
下
京
三
区
小
結
棚
町
副
区
長
村
田
五
郎
兵
衛
ヲ
カ
タ
ラ
イ
、
産
土 

」

　

之
各
区
々
長
ヲ
集
メ
協
議
ニ
ヲ
ヨ
ヒ
、
然
シ
テ
産
土
私
祭
之
基
本
ヲ

　

起
シ
続
々
祇
園
会
之
盛
ン
ナ
ル
コ
ト
旧
例
ニ
弥
増
、
既
ニ
明
治
八
年

　

六
月
、
御
府
庁
ヨ
リ
御
書
下
ヶ
ヲ
有
之
、
八
坂
私
祭
祇
園
会
山
鉾

　

ニ
ヲ
イ
テ
ハ
無
比
之
品
物
有
之
ヲ
以
テ
、
博
物
館
掛
官
吏
調
査
之

　

上
、
可
為
永
ク
存
在
之
旨
被
為
仰
出
、
此
書
下
ハ
当
十
区
之
長
・
第
三
区
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之
町
々
へ
渡
ス
事
前
冊
ニ
出
タ
リ
、
今
御
一
新
之
際
ヨ
リ
壱
番
ト
認
、
在
下

　

ニ
京
都
府
御
判
在
ル
、
右
御
鬮
下
ヶ
度
（
渡
）方

ハ
十
七
日
祭
ハ
十
五
日
、
廿
四
日
祭
ハ
廿
二
日

　

御
府
庁
便
宜
所
ニ
ヲ
イ
テ
受
ル
、
当
日
順
行
之
節
ハ
四
條
通
高
倉
東
ヘ
入

　

所
也
、
是
往
古
ヨ
リ
ノ
今
ニ
場
所
変
ル
コ
ト
ナ
シ
、
然
ル
ニ
御
一
新
之
際
、
壱
ヶ

　

年
ハ
如
旧
ニ
テ
大
年
寄
与
唱
ヘ
、
上
下
京
之
長
タ
ル
者
厳
ニ
順

　

番
ニ
鬮
ヲ
収
納
有
之
処
、
四
條
通
街
南
側
ニ
而
甚
晴
々
敷
業

　

ナ
レ
ハ
総
区
長
之
名
唱
ニ
至
リ
、
是
ヲ
イ
ナ
者
其
場
所
之
人
家
之

　

内
ニ
而
収
納
ナ
ル
、
依
テ
諸
人
祇
園
会
者
旧
例
ニ
勝
レ
タ
リ
共
、
決
而 

」

　

省
間
敷
、
併
鬮
取
渡
ハ
今
有
哉
無
哉
ト
問
合
多
分
也
、
小
子
思
唯
（
惟
）シ
、
府
庁
之

　

御
在
判
之
賜
物
ヲ
内
忍
ニ
而
収
納
被
致
事
、
異
外
分
存
、
其
旨
ヲ
本
年

　

総
区
長
局
長
片
山
米
三
郎
殿
江
遒
（
猷
）り
、
弥
従
前
通
り
密
々
御
収

　

納
ニ
候
へ
ハ
、
小
子
共
山
鉾
所
有
之
区
長
ニ
ヲ
イ
テ
鬮
取
渡
厳
重
ニ

　

致
、
人
口
ヲ
伏
キ
度
旨
申
出
候
処
、
右
之
次
第
御
上
局
江
被
致
上
伸

　

候
処
、
命
令
ニ
御
国
内
ニ
ヲ
イ
テ
神
祭
順
行
之
鬮
ヲ
府
庁
ヨ
リ

　

下
ヶ
渡
事
無
比
類
儀
故
、
申
出
候
者
之
乞
ニ
マ
カ
セ
、
上
下
京
総
区

　

長
・
助
勤
共
不
残
其
場
へ
礼
服
着
用
ニ
而
出
張
可
致
、
山
鉾
所

　

有
之
区
長
何
れ
茂
列
席
ニ
而
厳
ニ
鬮
収
納
ニ
相
成
事
ニ

　

成
タ
ル
、
維
明
治
九
年
七
月
神
祭
ヨ
リ
改
ル
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
田
作
兵
衛

　

時
に
明
治
十
二
年
ニ
至
り
御
改
正
ニ
付
郡
区
長
ヲ
被
置
、
上
京
区
長
松
浦

　

利
貞
殿
、
下
京
区
長
竹
村
藤
兵
衛
殿
、
是
京
都
区
役
所
之
長
初
也
、

　

就
従
前
総
区
長
被
廃
、
右
御
鬮
納
場
江
御
出
張
如
何
ナ
ル
コ
ト
ト
区

　

役
所
江
伺
出
候
処
、
御
詮
議
之
上
ニ
而
上
京
区
長
・
下
京
区
長
幷
書

　

記
役
用
掛
等
、
総
テ
区
役
所
ヨ
リ
上
下
八
員
、
其
他
戸
長
用
掛

　

八
年
八
月
末
ニ
三
條
通
ヲ
大
宮
ヲ
南
ヘ
架
線
ナ
ル
也
、
右
御
国
体
之

　

御
便
宜
ニ
テ
如
斯
御
詮
議
書
ヲ
以
テ
、
祇
園
会
山
鉾
之
盛
ナ
ル
コ
ト
挙

　

テ
知
ル
ヘ
シ
、
尙
明
治
十
二
年
八
月
、
再
応
東
洞
院
通
江
線
路
御
架
換
之
儀

　

東
京
府
ヨ
リ
御
府
庁
ヘ
御
掛
合
有
之
、
当
度
ハ
上
下
京
市
中
一
般
之

　

区
長
江
議
事
ニ
御
下
シ
相
成
候
処
、
上
下
京
六
社
、
壱
社
毎
ニ
祇
園
会

　

山
鉾
通
行
不
相
成
而
ハ
市
中
一
般
之
不
融
通
ニ
至
ル
趣
、
厳
々
歎

　

願
書
被
差
出
、
則
其
書
類
御
府
庁
ヨ
リ
東
京
江
逓
送
ナ
ル
、
其
後

　

東
京
之
御
沙
汰
ニ
者
、
詮
議
中
従
前
之
儀
差（
被
差
）被
置
之
旨
御
命
令

　

有
ナ
ル
、
当
同
事
之
歎
願
我
等
私
祭
之
事
務
掛
之
廉
ヲ
以
、
同
様
ニ
差
出
ス
事
也

（
Ｃ
②
）

　
　
　
　

祭
礼
之
節
、
神
廉
列
前
ニ
赤
丸
高
張
提
燈
用
ル
事

　

神
輿
還
行
祭
之
節
、
神
僮
屢
々
致
勝
手
ニ
奉
僣
（
マ
マ
）祭
礼
之
節
、
列
ニ
不
加 

」

　

之
処
、
本
年
ヨ
リ
祭
礼
之
列
厳
ニ
営
度
ニ
付
、
列
前
ニ
赤
丸
之
高
張

　

弐
本
立
度
処
、
前
年
御
布
告
ニ
皇
族
以
上
ナ
ラ
テ
ハ
御
採
用
不

　

成
被
仰
出
ニ
付
、
小
子
出
頭
伺
候
処
、
御
上
局
ニ
ヲ
イ
テ
御
詮
議
之
次
第
、

　

前
先
候
へ
共
、
出
格
之
儀
一
時
神
祭
ニ
用
ヒ
、
尤
八
坂
神
社
之
紋
所
瓜
ニ

　

巴
ニ
限
ル
、
不
許
自
紋
、
幷
ニ
手
提
燈
共
同
断
ニ
可
相
心
得
候
旨
御
指
令

　

也
、
依
之
本
年
ヨ
リ
列
前
是
ヲ
用
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
区
々
長

　
　
　
　

明
治
九
年
七
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伺
人　

土
田
作
兵
衛

（
Ｃ
③
）

　
　
　
　
　
　
　
　

山
鉾
順
行
ニ
付
鬮
取
渡
シ
之
事

　

往
古
ヨ
リ
中
古
迄
鬮
取
渡
之
儀
ハ
、
京
都
所
司
代
・
町
奉
行
壱
・
弐
・
三
番
之

　

下
ニ
何
之
守
㊞

何
之
守
㊞
名
印
之
札
ヲ
用
紙
奉
書
ニ
認
メ
、
雑
色
是
ヲ
受
取
、
鬮
取
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五
日　
　
　
　
　
　
　

御
府
庁
ニ
テ
鉾
山
順
行
鬮
御
下
ヶ
渡

 

　
　

同
日 

鉾
山
曳
初　
　

 

　
　

七
日 

当
祭
日
山
鉾
順
行

 

　
　

同
日 

神
幸
祭
礼

 

十
四
日
祭
之
分

 

　
　

八
日 

鉾
建

 

　
　

十
一
日 

舁
山
建

 

　
　

十
二
日　
　
　
　
　
　

御
府
庁
ニ
テ
順
行
鬮
御
下
ヶ
渡

 

　
　

同
日 

鉾
山
曳
初

 

　
　

十
四
日 

当
祭
日
山
鉾
順
行 

 

　
　

同
日 

還
幸
祭
礼
式

 

　
　

十
八
日 

神
輿
洗

　

右
順
序
例
祭
之
通
相
務
申
度
候
ニ
付
、
何
卒
此
段
之
儀
御
聴
届

　

被
成
下
度
奉
願
上
候
、
以
上

 

　
　
　
　
　
　
　
　

八
坂
神
社
私
祭
事
務
掛

　
　
　

明
治
十
二
年
十
月
十
三
日　
　
　
　

 

村
田
五
郎
兵
衛
㊞ 

土
田
作
兵
衛
㊞ 

杉
浦
治
郎
右
衛
門
㊞ 

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

産
土
当
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

下
京
第
弐
組 

　

戸
長
近
藤
吉
右
衛
門
㊞ 

上
京
第
廿
七
組 

　

戸
長
西
村
源
助
㊞

　
　
　
　

京
都
府
知
事
槇
村
正
直
殿

　

十
員
計
出
張
ニ
而
、
弥
厳
重
ニ
ナ
リ
タ
ル
也
、
右
之
外
御
一
新
之
爾
後

　

私
祭
ニ
付
テ
ハ
神
輿
之
件
々
其
他
庶
務
之
擔
当
候
へ
者
、
㕝

　

繁
雑
ナ
レ
ハ
、
山
鉾
之
件
々
之
外
不
致
記
載
候
也　

 

土
田

　

右
者
私
祭
㕝
務
擔
当
人
土
田
氏
・
村
田
氏
之
事
務
件
々
之
節 

」

　

筆
記
ヲ
其
侭
載
ス
ル
処
ニ
而
敢
テ
文
作
之
拙
キ
ヲ
不
可
論
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井
清
修
書

（
Ｄ
①
）

　
　
　
　
　
　
　

私
祭
期
延
之
㕝

　

本
年
七
月
之
祇
園
祭
延
月
之
次
第
ハ
、
当
五
六
月
比
ヨ
リ
市
中
流

　

疫
盛
ニ
テ
、
諸
人
エ
セ
（
ハ
）神
㕝
・
仏
事
等
、
総
而
其
他
食
用
魚

　

荷
市
店
停
止
之
旨
被
仰
出
候
ニ
付
、
依
之
彼
ノ
疫
盛
ナ
ル
国
々
ノ

　

人
民
入
京
厳
々
被
差
止
、
市
中
相
慎
候
処
、
十
月
ニ
至
り
病
勢

　

漸
々
消
滅
シ
、
茲
ニ
於
テ
私
祭
之
期
ヲ
出
願
ス

　
　
　
　
　
　
　

私
祭
願
書
写

　

府
下
八
坂
神
社
氏
子
祭
之
儀
、
例
年
七
月
之
処
、
虎
列
刺
病
流
行

　
ニ
付
諸
神
㕝
可
為
見
合
旨
御
布
達
之
趣
奉
拝
承
候
、
然
ル

　

処
、
至
当
節
ニ
追
々
病
勢
消
滅
之
趣
奉
存
候
ニ
付
、
右
私
祭

　

之
日
当
則
左
ニ
仕
度

 

十
月
廿
日 

吉
符
入

 

　
　

三
十
日 

鉾
建

　
　
　
　
　
　
　

同
夜 

神
輿
洗

 

十
一
月
一
日 

神
僮
社
参

 

　
　
　

同
日 

鉾
車
懸

 

　
　
　

四
日 

舁
山
建 

」



152

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
京
区
第
三
組
小
結
棚
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
五
郎
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
氏
子
当
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
京
区
第
弐
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長　

近
藤
吉
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
京
区
第
廿
七
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長　

西
村
源
助
㊞

　
　
　
　

京
都
府
知
事
槇
村
正
直
殿

　
　
　

右
之
通
出
願
候
処
、
御
聞
届
相
成
候
也 

」

（
Ｄ
③
）

　
　
　
　
　

鉾
山
曳
行
順
路

一
堺
町
三
条
ニ
テ
鉾
山
共
打
揃
、
堺
町
御
門
左
リ
テ
ヲ
右

　

御
門
内
西
江
南
御
門
通
江
出
、
右
御
門
前
ヲ
東
江
寺
町　

　

御
門
外
寺
町
通
ヲ
南
へ
、
勧
業
場
前
ヲ
河
原
町
四
條
・

　

三
條
ト
是
ヨ
リ
便
宜
ニ
鉾
山
帰
町
仕
度
、
就
而
者
御
苑

　

内
参
路
朱
引
之
通
仕
度
候
ニ
付
、
図
面
之
内
へ
掛
紙
之

　

箇
所
鉾
山
曳
行
之
間
、
何
卒
御
取
除
被
成
下
度
、

　

且
御
水
路
石
蓋
之
御
場
所
御
用
意
被
為
在
被
下
度

　

候
得
者
、
難
有
可
奉
存
候
間
、
此
段
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
坂
神
社
産
土
私
祭
㕝
務
擔
当
人

　
　
　

明
治
十
二
年
十
月
三
十
一
日　
　
　

土
田
作
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
五
郎
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
京
区
第
二
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長　

近
藤
吉
左
衛
門
㊞

　
　

右
之
通
り
出
願
候
処
、
御
聞
届
相
成
候
也

　

右
私
祭
期
延
之
折
柄
、
昨
十
一
年
六
月
大
内
御
保
存
之
趣
被
仰
出
、
公

　

園
等
ヲ
御
開
キ
設
ケ
相
成
候
ニ
付
、
市
中
一
般
祝
事
仕
度
罷

　

在
候
処
無
其
儀
、
本
年
ニ
至
、
尚
八
坂
私
祭
期
延
附
而
者
、
右
祝
度

　

之
儀
も
延
期
相
成
居
候
ニ
付
、
今
般
八
坂
私
祭
七
月
十
四
日
ノ
山
鉾
ヲ
合

　

併
シ
、
御
苑
地
エ
十
五
日
曳
行
、
十
七
日
帰
町
候
也

（
Ｄ
②
）

　
　
　
　

御
苑
地
江
山
鉾
曳
行
仕
度
願
書
写

　

去
ル
明
治
三
年　

御
東
幸
駐
輦
後
、
西
京
府
下
人
々
騒
々

　

致
居
候
処
、
昨
十
一
年
六
月
、
大
内
御
保
存
之
趣
被
仰
出
、
且
ッ

　

公
園
等
ヲ
御
開
設
ニ
相
成
候
ニ
付
、
人
々
漸
ク
安
堵
仕
候
、
実
々
惟

　

憘
之
至
り
ニ
堪
ヘ
ス
、
由
テ
聊
カ
大
内
御
保
存
ヲ
御
祝
度
ト

　

相
謀
り
居
候
処
、
本
年
流
疫
ニ
付
八
坂
私
祭
只
今
迄
延
日
致
シ

　

居
候
処
、
愈
来
ル
十
一
月
七
日
・
十
四
日
ニ
右
私
祭
御
許
可
相
成
候

　

処
、
此
度
尊
長
之
御
方
々
大
内
御
保
存
之
儀
ニ
付
、
御
上 

」

　

京
之
折
柄
、
且
又
独
乙
皇
孫
之
入
京
モ
其
頃
ト
承
候
間
、
右

　

両
祭
日
之
事
ニ
テ
、
大
内
御
保
存
之
御
祝
ト
シ
テ
山
鉾
ヲ

　

御
苑
地
へ
曳
行
仕
度
、
左
様
候
得
ハ
、
実
々
西
京
之
栄
誉

　

ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
皇
国
之
外
客
御
厚
待
之
一
端
ト
モ
相
成
リ

　

候
と
実
々
好
機
会
ニ
御
座
候
間
、
何
卒
此
度
山
鉾
ヲ
御

　

苑
地
へ
曳
行
仕
度
、
此
段
伏
而
奉
懇
願
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
坂
庶
祭
事
務
擔
当
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
京
区
第
拾
壱
組
扇
座
町

　
　

明
治
十
二
年
十
月
卅
一
日　
　
　
　
　
　
　

土
田
作
兵
衛
㊞
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由
申
立
居
候
、
折
柄
㕝
宜
ニ
寄
候
へ
者
、
十
五
日
ハ
御
苑
地
ニ

　

駐
在
可
致
哉
ニ
承
知
仕
候
ニ
付
而
者
、
費
用
両
日
ニ
渉
リ
前

　

予
算
ト
ハ
余
程
相
嵩
、
心
痛
罷
在
候
ニ
付
而
者
、
此
度
御

　

苑
地
参
入
之
儀
者
申
上
迄
モ
無
之
候
へ
共
、
市
中
一
般
之

　

人
民
為
御
祝
賀
山
鉾
ヲ
曳
行
可
仕
趣
意
ニ
基
キ
、
何

　

卒
産
土
外
之
上
下
京
右
町
々
ヨ
リ
壱
人
ツ
ゝ
加
勢
ト
シ
テ

　

助
費
御
差
出
ニ
相
成
候
様
御
懇
命
被
成
下
度
、
此
段
只

　

簡
懇
願
仕
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
坂
神
社
庶
祭
事
務
掛

　
　
　

明
治
十
二
年
十
一
月　
　
　
　
　
　
　

土
田
作
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
五
郎
兵
衛
㊞

　
　

右
之
通
相
違
無
之
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
産
土
当
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
京
区
第
二
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長　

近
藤
吉
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
京
区
第
廿
七
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長　

西
村
源
助
㊞

　
　
　

下
京
区
長
竹
村
藤
兵
衛
殿 

」

（
Ｄ
⑥
）

　
　
　
　
　
　
　
　

御
伺
書

　

今
般
御
苑
地
御
開
、
且
大
内
御
保
存
被
為
有
候
ニ
付
而
、
人
民
為
奉
祝

　

八
坂
祭
中
之
山
鉾
ヲ
御
苑
地
ニ
曳
行
仕
候
処
、
御
宮
様

　

御
上
覧
被
為
有
、
右
山
鉾
町
々
江
御
金
弐
拾
円
被
下
置
、
山
鉾

　

町
々
一
統
難
有
頂
戴
仕
、
右
御
下
ヶ
之
金
額
ヲ
以
、
神
祭
宵
山
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
京
区
第
廿
七
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長　

西
村
源
助
㊞

　
　
　
　

京
都
府
知
事
槇
村
正
直
殿 

」

（
Ｄ
④
）

　
　
　
　

御
苑
地
へ
山
鉾
曳
行
日
限
御
届

　

今
度
御
苑
地
御
開
設
大
内
御
保
存
之
御
祝
賀
仕
度
ト

　

相
謀
居
候
所
、
来
ル
十
五
日
、
右
大
内
御
保
存
右
為
御
祝
賀
山

　

鉾
御
苑
地
へ
曳
行
仕
度
候
、
若
雨
降
ニ
候
ハ
者
順
延
仕
度

　

此
段
御
届
仕
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
坂
庶
祭
事
務
擔
当
人

　
　
　

明
治
十
三二

年
十
月
三
十
一
日　
　
　

土
田
作
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
五
郎
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
氏
子
当
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
京
区
第
二
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長　

近
藤
吉
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
京（
区
）第
廿
七
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長　

西
村
源
助
㊞

　
　
　
　

京
都
府
知
事
槇
村
正
直
殿

（
Ｄ
⑤
）

　
　
　
　
　
　
　
　

御
苑
地
江
山
鉾
曳
行
之
儀
ニ
付
懇
願

　

今
度
御
苑
地
へ
山
鉾
曳
行
義
ニ
付
諸
入
費
予
算
之
儀
、
粗

　

申
上
置
候
処
、
産
土
該
町
ヨ
リ
課
出
可
相
成
協
議
相
整
候

　
ニ
付
、
追
日
車
方
作
㕝
、
其
地
人
足
方
へ
段
々
及
引
合
ニ
候

　

処
、
短
日
之
折
柄
、
例
祭
曳
行
順
路
ト
ハ
凡
三
倍
有
之 

」

〻
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木
賊
山
町
総
代 

保
昌
山
町
総
代 

常
（
浄
）明
山
町
総
代

 

　

関
口
伊
助　

印 

　

木
村
庄
兵
衛
㊞ 

　

清
水
武
一
郎
㊞

 

八
幡
山
町
総
代 

占
出
山
町
惣
代 

役
行
者
山
町
総
代

 

　

羽
村
佐
兵
衛
㊞ 

　

田
中
彦
助
㊞ 

　

沢
永
造
㊞

 

放
下
鉾
町
総
代 

橋
弁
慶
山
町
惣
代 

長
刀
鉾
町
惣
代

 

　

松
本
半
兵
衛
㊞ 

　

長
谷
嘉
兵
衛
㊞ 

　

内
田
源
助
㊞

 

芦
刈
山
町
惣
代 

天
神
山
町
惣
代 

鶏
鉾
町
惣
代

 

　

橋
本
正
兵
衞
㊞ 

　

山
本
市
之
助
㊞ 

　

芥
川
猪
兵
衛
㊞

 

函
谷
鉾
町
惣
代 

黒
主
山
町
惣
代 

岩
戸
山
町
惣
代

 

　

横
山
長
兵
衛
㊞ 

　

森
脇
太
兵
衛
㊞ 

　

田
中
久
四
郎
㊞

 

山
伏
山
町
惣
代 

月
鉾
町
惣
代 

油
天
神
山
町
惣
代

 

　

内
藤
源
之
助
㊞ 

　

小
野
清
三
郎
㊞ 

　

山
下
新
七
㊞

 

白
楽
天
山
町
惣
代 

太
子
山
町
惣
代 

郭
巨
山
町
惣
代

 

　

橋
本
源
兵
衛
㊞ 

　

伊
藤
太
十
郎
㊞ 

　

西
川
常
吉
㊞ 

」

 

孟
宗
山
町
惣
代 

矢
田
町
惣
代 

鯉
山
町
惣
代

 

　

井
尻
忠
七
㊞ 

　

小
谷
佐
兵
衛
㊞ 

　

荒
木
重
兵
衛
㊞

 

綾
傘
鉾
町
惣
代 

南
観
音
山
町
惣
代 

六
角
町
惣
代

 

　

松
見
弥
三
郎
㊞ 

　

中
村
弥
三
郎
㊞ 

清
水
与
八
郎
代
理

清
水
又
三
郎
㊞

 

船
鉾
町
惣
代

 

　

中
井
佐
太
郎
㊞

　
　
　
　

神
事
々
務
係
総
督

　
　
　
　
　
　

土
田
作
兵
衛
殿 

」

　
　
　
　
　
　

村
田
五
郎
兵
衛
殿

　

節
、
右
町
々
装
飾
之
神
前
ニ
御
吊
之
挑
燈
弐
張
宛
点

　

燈
仕
度
懇
願
申
立
候
ニ
付
、
不
顧
恐
、
此
段
御
伺
奉
申
上
度

　

候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
坂
産
土
庶
祭
事
務
擔
当
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
京
区
第
十
一
組
扇
座
町

　
　
　

明
治
十
二
年
十
一
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　
　

土
田
作
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
京
区
第
三
組
小
結
棚
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
五
郎
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　

久
邇
御
宮
様
御
家
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
藤
為
名
殿

　

右
之
通
御
伺
申
上
候
処
、
宮
内
省
へ
御
伺
ニ
付
、
御
詮
議
中
当
今

　

八
坂
神
社
紋
処
ヲ
附
、
各
山
鉾
町
へ
左
之
通
相
渡
し
候
也

（
Ｄ
⑦
）

　
　
　
　
　
　
　
　

証

　

昨
明
治
十
二
年
十
一
月
、
御
苑
御
保
存
奉
祝
ノ
為
メ
、
山
鉾
曳
行 

」

　

之
際
、
久
邇
宮
御
方
ヨ
リ
山
鉾
町
中
ヱ
金
弐
拾
円
ヲ
賜
リ
、
其
資

　

料
ヲ
以
テ
、
永
年
維
持
ス
ル
為
、
幣
燭
提
灯
御
調
成
、
本

　

日
山
各
町
エ
弐
張
、
鉾
各
町
へ
三
張
宛
御
渡
与
相
成
、
正
ニ

　

致
領
（
頂
）戴
、
積
年
保
護
仕
候
、
此
段
山
鉾
各
町
々
総
代
連
署

　

ヲ
以
テ
受
証
差
上
候
也

　
　
　

追
而
右
提
燈
神
㕝
之
外
相
用
申
間
敷
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
鹿
山
町
総
代

　
　

明
治
十
三
年
七
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
常
太
郎
㊞
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「
維
新
改
正
維
新
祇
園
会
氏
子
私
祭
記
」
写
真
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